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１１    静静岡岡国国道道事事務務所所管管内内のの道道路路事事業業 

●直 轄 管 理 延 ⻑ 表  

(注 )（ ）は静 清 バイパスの現 道 区 間 を内 書

起　点 終　点 静清国道維持出張所
延長
（km）

富士国道維持出張所
延長
（km）

1号 富士市中里字大角2515番1 藤枝市谷稲葉587番1
(23.4)
87.6

新富士川橋右岸から
藤枝市谷稲葉

(23.4)
75.7

富士市中里から
新富士川橋右岸

11.9

52号
静岡市清水区興津中町
字弁天前622番

山梨県南巨摩郡南部町大字
万沢字境川官有無番地

19.5
静岡市清水区興津中町から
山梨県南巨摩郡南部町

19.5 ― ―

139号
富士市蓼原字用水堀東
725番1

富士宮市根原字豊住176番1 36.8 ― ―
富士市蓼原から
富士宮市根原

36.8

計
(23.4)
143.8

(23.4)
95.2

48.7

延長
（km）

管　理　区　間

路線名

管内延長内訳

※計 数 はそれぞれ四 捨 五 ⼊ によっているため、 
端 数 において合 計 と⼀ 致 しない場 合 がある。

平 成 2９年 4 ⽉ 1 ⽇ 現 在

（２）管理延⻑ 

（１）管内図 

(
)
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■地域と連携した道路管理・道路協⼒団体制度

 ■国道１号 無電柱化 

 ■交通事故対策

  ■「道の駅」の防災機能の強化 

  ■橋梁の補修・耐震補強 

  ■橋梁点検等 

 維持管理系 

（３）所掌業務 

 静岡国道事務所では、静岡県東部・中部地域の国道 1 号・52 号・139 号の 3 路線約 140ｋｍを 2 つの国道維持出張所
で管理しています。維持管理事業では、安全・安⼼な「静岡」の暮らしを実現するため、⽇常の道路パトロール等による適切な道路
維持管理をはじめ、⽼朽化が進⾏する橋梁の補修、南海トラフ巨⼤地震に備えた震災・防災対策などを推進し、今後も「安全」
で「安⼼」して通⾏できる道路を確保します。 

◆国道１号静清バイパス 
国道１号静清バイパスは、地域⾼規格道路「静岡東⻄道路」の⼀部を構成し、静岡市の環状道路の⼀部として、交通混

雑の緩和、交通安全の確保、静清都市圏の発展の⽀援等を⽬的に計画された静岡市清⽔区興津東町から静岡市駿河区
丸⼦⼆軒家に⾄る延⻑ 24.2km の幹線道路です。 

道路パトロールによる⽇常的な道路管理のほか、防災点検、橋
梁点検など道路構造物の定期的な点検、雪氷作業などを実施する
ことで、「安全」で「安⼼」して通⾏できる道路を確保します。 

橋梁点検は、橋梁の⾼齢化や⾃然環境（⾬、⾵など）、外的
要因（⼤型⾞交通量など）等による橋梁の損傷を発⾒・把握する
ため、５年に１回の頻度で定期的に⾏うことを基本として進めていま
す。（トンネル、⼤型カルバート、⾨型標識、横断歩道橋） 

橋梁補修は、橋梁点検等により発⾒された損傷を補修し、安全
で円滑な交通の確保、沿道や第三者への被害防⽌及び橋梁の⻑
寿命化を図るために実施します。 

また南海トラフ巨⼤地震等、⼤規模地震が発⽣した際の被災地
域の救援には、道路の通⾏が確保されていることが不可⽋です。 

静岡国道事務所では、情報発信や復旧活動の拠点としての情報
提供施設、災害⽤トイレ、⾮常⽤発電機、給⽔設備の整備および
駐⾞空間の再配置を⾏い、「道の駅」の防災拠点化を図ります。 

静岡国道事務所管理道路の静岡県事故ゼロプラン「事故危
険区間」において、交通挙動分析や現地点検等により、的確な
評価分析を⾏い、重点的に交通事故対策を進めます。 

道路をきれいにしたいという地域の皆さんの気持ちを、「ボランティ
アサポートプログラム」・「道路協⼒団体制度」として、地域の皆さん
と道路管理者が協定を結び道路清掃、除草などの活動をしていま
す。静岡国道管内では、１０団体の皆さんが登録されています。

歩道上の電柱や電線類を無くし、快適で安全な歩道空間を確
保するために、上空の電線類を地下にまとめて収容する「電線共
同溝」を整備しています。電線共同溝の整備により、歩道空間が
広くなり歩道の景観が美しくなるばかりでなく、災害時などの⼆次
災害に対する安全性も向上します。 

  ■道路管理 

 国道１号の改築、国道139号の改築  

◆国道１号富⼠由⽐バイパス 
国道 1 号富⼠由⽐バイパスは、静岡市、富⼠市の市街地の交通混雑の緩和、沿線の⽣活環境の改善を⽬的に計画された

富⼠市今井から静岡市清⽔区興津東町に⾄る延⻑ 21.4km の幹線道路です。 

◆国道１号藤枝バイパス 
国道１号藤枝バイパスは、国道１号の交通混雑の改善により、企業活動の⽀援及び救急医療活動の円滑化を⽬的に計

画された、藤枝市仮宿から島⽥市野⽥に⾄る延⻑ 10.7km の幹線道路です。 

◆国道１39 号富⼠改良 
国道 139 号富⼠改良は、富⼠市内の南北軸を形成する国道 139 号を国道 1 号富⼠由⽐バイパスと接続させることで、富

⼠市街部の交通混雑の緩和を図ることを⽬的に計画された富⼠市鮫島から富⼠市⻘島に⾄る延⻑ 1.6km の幹線道路です。

－2－



 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H29 H28
 国道 1 号 静清バイパス 4,050 4,050
 国道 1 号 富⼠由⽐バイパス 55 55
 国道139号 富⼠改良 300 387
 国道 1 号 藤枝バイパス 150 50

4,555 4,542
無 電 柱 化 関 係 430 460
交 通 安 全 関 係 869 852

道 路 改 築 関 係

⼩   計

事業名

 
２２    平平成成 22９９年年度度 事事業業内内容容  

【 百 万 円 】

（２）予算 

※管理延⻑の計数はそれぞれ四捨五⼊によっているため、端数において合計と⼀致しない場合がある。 

（１）事業箇所 

藤枝市

静岡市

富士市

富士宮市

沼津市

富士川

安
倍
川

静岡ＩＣ

富士ＩＣ

「道の駅」
朝霧高原

エキパ

さわやか朝霧
パーキング

静清バイパス
清水立体 用地買収推進 調査・設計推進 工事推進

富士改良
用地買収推進

静清バイパス
牧ヶ谷ＩＣ～丸子ＩＣ間
４車線化 工事推進

富士川ＳＡ
スマートＩＣ

電線共同溝
整備推進（国吉田～古庄）

藤枝岡部ＩＣ

「道の駅」
宇津ノ谷峠

静岡ＳＡ
スマートＩＣ

道路交通安全施設等設置
（静岡地区自転車道設置）

交通事故重点対策
整備推進（日出町交差点改良）

交通事故重点対策
整備推進（富士西地区交差点改良）

富士由比バイパス
用地買収推進

交通事故重点対策
整備推進（吉野町西交差点改良）

交通事故重点対策
整備推進（万野原新田交差点改良）

清水ＩＣ

谷稲葉ＩＣ
野田ＩＣ

広幡ＩＣ

電線共同溝
整備推進（中吉田～国吉田）

藤枝バイパス
調査・設計推進

大井川焼津藤枝スマートＩＣ

愛鷹
スマートＩＣ

駿河湾沼津
スマートＩＣ

「道の駅」
玉露の里

「道の駅」
富士

「道の駅」
富士川楽座

清水ＪＣＴ

焼津
ＩＣ

谷稲葉うぐいす
パーキングエリア

清水
いはら

ＩＣ
新静岡ＩＣ

新富士ＩＣ

道路交通安全施設等設置
（富士宮道路中分設置）

道路交通安全施設等設置
１号「道の駅」富士

国道 1 号
国道 52 号 19.5 km

国道 139 号

計 143.8km

36.8 km

国道別の管理延長

87.6 km

道路交通安全施設等設置
（葵西地区自転車走行空間整備）

新規

新規

一般国道

一般国道（ 有料区間）

雨量規制区間

静岡国道事務所管理区間

雨量規制区間

一般国道（ 有料区間）

一般有料道路

主要事業箇所

高速道路（東名・新東名）

高速道路（新東名）
中部横断自動車道

新清水ＪＣＴ

新清水ＩＣ
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事業内容 

(１)  多 様 な交 流 と活 力 ある「静 岡 」づくり 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（３）事業内容 

 １）多様な交流と活⼒ある「静岡」づくり 
【 渋 滞 解 消 事 業 の推 進 】 
 国 道 １号 静清 バイパス：４⾞線化⼯事の推進 

①牧ヶ⾕ IC〜丸⼦ IC（延⻑ 3.0km） 
  平成 30 年度 完成 4 ⾞線開通予定に向け⼯事推進 
②清⽔⽴体（延⻑ 2.4km） 
  ⽤地買収推進、調査・設計推進、⼯事推進 

 
  国 道 1 号 藤枝 バイパス（10.7km）： 

広幡 IC〜野⽥ IC   調査・設計推進 
 
 国 道 １号 富 ⼠ 由 ⽐ バイパス： 
 富⼠市前⽥〜富 ⼠市五貫島    ⽤地買収推進 
 
 国 道 139 号  富⼠ 改 良 ： 

(都)前⽥宮下線〜(都)津⽥蓼原線間   ⽤地買収推進 

【 維 持・修 繕 】 
 安全で安⼼して通⾏できる道路の確保 

道路パトロール、除草、道路清掃及び舗装修繕等の⽇常管理を実施 
 道路構造物の⽼朽化対策 

⽼朽化が進⾏する橋梁・トンネル等の道路構造物の定期点検及び点検結果に基づく確実な補修を推進 
 橋梁の耐震補強   地震に備えた橋梁の耐震補強を推進 
 南海トラフ巨⼤地震に備えて 

①道路啓開の実効性向上に向けて、中部版「くしの⻭作戦」を拡充 
②「道の駅」の防災機能の強化に向けた施設整備を推進 

 近年のゲリラ豪⾬への対 応  道路防災点検・対策の推進 
【 交 通 安 全  】 
 交通安全対策の推進 

『静岡県事故ゼロプラン〜事故危険区間重点解消作戦〜』等により、重点的に交通事故・安全対策を推進 
 

【 景 観 】 
 国道 1 号 無電柱化の推進     

歩道上の電柱や電線類をなくし、快適で安全な歩道空間とするために、無電柱化を推進 
【 道 路 美 化  】 
 地域と協働した道路美化対策（ボランティアサポートプログラム・道路協⼒団体制度） 

地域の⽅々と協 働して、歩道の清掃、除草などを⾏っていただき快適な歩道空間を確保  

 ２）安全安⼼な「静岡」の暮らしを実現 

 ３）美しく快適なまち「静岡」の創出 
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 静清バイパスは、平成９年３⽉の全線暫定２⾞線開通以降、順次「４⾞線化」を推進しており、
平成２７年３⽉１⽇に⽻⿃・牧ヶ⾕ IC のフルインター化と⿃坂 IC〜千代⽥上⼟ IC 間が開通 
しました。 

 牧ヶ⾕ＩＣ〜丸⼦ＩＣ間については、平成３０年度４⾞線開通予定に向けて⼯事を推進 
します。 

 清⽔⽴体については、今年度より本格的に⼯事着⼿します。 

 

国道 1 号 静
せ い

清
し ん

バイパス 

33    多多様様なな交交流流とと活活⼒⼒ああるる「「静静岡岡」」づづくくりり 

事 業 進 捗 状 況 

平成 2９年度の主な事業箇所  

（１）事業概要 

◆牧ヶ⾕ＩＣ〜丸⼦ＩＣ：改良⼯、橋梁上部⼯、トンネル舗装⼯、トンネル設備⼯、⽔⽂調査、 
関係機関協議 

◆清⽔⽴体         ：改良⼯、橋梁下部⼯、⽤地買収、橋梁設計、⽔⽂調査、地質調査、 
埋蔵⽂化財調査、関係機関協議 
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 国道 1 号 静清バイパス（今後の事業展開） 

（２）整備効果（平成 27 年 3 ⽉ 1 ⽇開通区間） 

※⿃坂 IC〜千代⽥上⼟ IC の４⾞線化、
⽻⿃・牧ヶ⾕ IC のフル IC 化

効果を実感している 

ある程度実感している 

実感していない・分からない 

WEB アンケ-ト結果より：N=515

約８割が効果を
実感している 

●企業活動において ●⽇常⽣活において

企業ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査結果より：N=19

・牧ヶ⾕ IC~丸⼦ IC 間の⽚側 1 ⾞線区間で、渋滞している。早期の開通を期待します。（主婦：⼥性） 

・災害時の輸送代替ルートになり、企業活動への影響を抑えられることが期待できます。（静岡市：製造業企業） 

・全線 4 ⾞線化により、バイパス周辺の⼈⼝の増加等、地域の更なる発展を期待している。（静岡市：運送業企業） 

・周りの⼈の運転に余裕がでたみたいで、急かされずに安⼼して運転ができてありがたい。（会社員：男性） 

・とにかく渋滞がないので快適に運転できる。（会社員：⼥性） 

期待 

効果 

WEB アンケ-ト結果より：N=416

静清バイパス利⽤者の約 8 割から『効果を実感』の声を頂きました
平成 27 年 3 ⽉ 1 ⽇の静清バイパスの開通※による効果を実感されていますか？

具体的に、どのような効果を実感されていますか？

その他に頂いた声 

84%

63%

32%

32%

26%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

輸送時間の短縮

ドライバーの
負担軽減

余裕時間の短縮

事故危険性が低減

到着時間指定が容易になった

76%

26%

24%

14%

12%

10%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

渋滞のストレスがなくなった

国道1号現道の渋滞が緩和された

余裕時間の短縮

通勤時間が短縮した

事故危険性が低減

静清バイパス周辺道路の抜け道利⽤が減った

その他

8 割以上が輸送時間の短縮を実感 7 割以上が渋滞によるストレス解消を実感

平成
30年度末
（予定）

平面区間

東
名
清
水
Ｉ
Ｃ

清
見
寺
Ｉ
Ｃ

興
津
Ｉ
Ｃ

丸
子
Ｉ
Ｃ

牧
ケ
谷
Ｉ
Ｃ

羽
鳥
Ｉ
Ｃ

千
代
Ｉ
Ｃ

平
和
Ｉ
Ｃ

昭
府
Ｉ
Ｃ

唐
瀬
Ｉ
Ｃ

千
代
田
上
土
Ｉ
Ｃ

瀬
名
Ｉ
Ｃ

東
名
清
水
Ｉ
Ｃ

清水地区４車線
立体化

立体化

鳥
坂
Ｉ
Ｃ

長
崎
Ｉ
Ｃ

能
島
Ｉ
Ｃ

清
見
寺
Ｉ
Ｃ

興
津
Ｉ
Ｃ

至

東
京

至

東
京

至

名
古
屋

至

名
古
屋完成

平面区間羽鳥ＩＣ～牧ケ谷ＩＣ間
H27年3月1日 4車線化開通

東
名
清
水
Ｉ
Ｃ

鳥坂ＩＣ～千代田上土ＩＣ間
H27年3月1日 4車線化開通

【牧ケ谷ＩＣ】
・フル化
・信号制御解除

丸
子
Ｉ
Ｃ

牧
ケ
谷
Ｉ
Ｃ

羽
鳥
Ｉ
Ｃ

千
代
Ｉ
Ｃ

平
和
Ｉ
Ｃ

昭
府
Ｉ
Ｃ

唐
瀬
Ｉ
Ｃ

千
代
田
上
土
Ｉ
Ｃ

瀬
名
Ｉ
Ｃ

鳥
坂
Ｉ
Ｃ

長
崎
Ｉ
Ｃ

清
見
寺
Ｉ
Ｃ

興
津
Ｉ
Ｃ

能
島
Ｉ
Ｃ

【羽鳥ＩＣ】
・フル化

（名古屋方面へも通行可）

至

東
京

至

名
古
屋現在

羽
鳥
Ｉ
Ｃ

千
代
Ｉ
Ｃ

平
和
Ｉ
Ｃ

昭
府
Ｉ
Ｃ

唐
瀬
Ｉ
Ｃ

千
代
田
上
土
Ｉ
Ｃ

瀬
名
Ｉ
Ｃ

鳥
坂
Ｉ
Ｃ

長
崎
Ｉ
Ｃ

能
島
Ｉ
Ｃ

牧ケ谷ＩＣ～丸子ＩＣ間
H30年度4車線化開通目標

唐瀬ＩＣ～羽鳥ＩＣ間
H24年2月14日 4車線開通

丸
子
Ｉ
Ｃ

牧
ケ
谷
Ｉ
Ｃ

新
Ｉ
Ｃ

新
Ｉ
Ｃ
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国道 1 号 静
せい

清
し ん

バイパス（牧ヶ⾕
ま き が や

〜丸⼦
ま り こ

） 

（１）事業概要 

丸⼦藁科トンネル（延⻑=2,041m） 

泉ヶ谷高架橋 丸子高架橋 

丸子ＩＣ 
国道 1 号 静清バイパス 

丸子藁科
トンネル

盛土

至

東
京

至

名
古
屋

（２）平成２９年度 ⼯事状況 

 国道１号静清バイパス 最終ボルト締結式を開催トピックス 
〜４⾞線化事業区間最後の橋桁が繋がりました〜 

 ⽇時：平成 29年 9⽉ 3⽇（⽇）
 場所：国道１号静清バイパス丸⼦⾼架橋⼯事現場（静岡市駿河区丸⼦地先）

平成 2９年３⽉時点

清⽔⽴体

丸⼦IC

唐瀬IC

千代⽥上⼟IC

⿃坂IC

清⾒寺IC

安
倍
川

静岡駅 1

興津IC

静清バイパス 延⻑ 24.2km

牧ヶ⾕IC

⾄

名
古
屋

⽻⿃IC

清⽔IC⻄
交差点

清⽔港

1

H30年度
牧ヶ⾕IC〜丸⼦IC
4⾞線化（予定）

⾄

東
京

千代IC

平和IC

昭府IC

瀬名IC

⻑崎IC

能島IC
清⽔IC

新清⽔JCT

清⽔区

葵区

駿河区

新静岡IC

清⽔いはらIC

清⽔JCT

静岡SA
スマートIC

362

52

平成 2９年 10 ⽉時点 

トンネル設備施⼯中

トンネル内の状況

平成 2９年 10 ⽉時点 

平成 2９年 9 ⽉時点

A2 橋台から 東京（富⼠）⽅⾯ 

下部⼯ 上部⼯（桁） 上部⼯（床板）

橋梁上部⼯ 橋梁上部⼯ 
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至　東京

庵原川 東海
道新

幹線

県道茂畑横砂線

西久保交差点  庵原交差点  尾羽交差点  

至　名古屋

インターチェンジ
（八坂地区）

東名清水IC
（街路部・専用部から東名へ接続）

街路部

専用部

インターチェンジ
（尾羽地区）

立 体 化 す る 区 間

特殊部（横砂）標準部（八坂～庵原） 標準部（庵原～横砂）

清水IC西交差点  （仮）横砂交差点  

街路部：４車線 街路部：２車線

特殊部（八坂）

..

至 東京

至 名古屋

東

京

横砂東
交差点

よこすなひがし

水路・情報BOX

埋蔵文化財調査

尾羽
交差点

おばね

庵
原
川→千日原

交差点

せんにちはら

庵原
交差点

いはら西久保
交差点

にしくぼ

清水ＩＣ
しみず

至 新東名高速道路

清水ＩＣ西
交差点

改良工下部工補強

擁壁工

名
古
屋

下部工改良工下部工

しみず にし

国道1号 静
せい

清
し ん

バイパス（清水
し み ず

立体
り っ たい

） 

（１）事業概要 

 

（２）平成 2９年度 工事状況 

 

庵原交差点の渋滞状況 

清水立体

丸子IC

唐瀬IC

千代田上土IC

鳥坂IC

清見寺IC

安
倍
川

静岡駅
1

興津IC

静清バイパス 延長 24.2km

牧ヶ谷IC

至

名
古
屋

羽鳥IC

清水IC西
交差点

清水港

1

H30年度
牧ヶ谷IC～丸子IC
4車線化（予定）

至

東
京

千代IC

平和IC

昭府IC

瀬名IC

長崎IC

能島IC

清水IC

新清水JCT

清水区

葵区

駿河区

新静岡IC

清水いはらIC

清水JCT

静岡SA
スマートIC

362

52

清水立体工事範囲 

：平成29年度工事箇所：平成28年度工事箇所 ：平成29年度埋蔵文化財調査

 

歩道 

橋梁下部工 

車 道 車 道 歩道 
切回道路 切回道路 

境界 境界 

歩道 車  道 車  道 歩道 
現況道路 現況道路 

 

 

 
 

 

 
 

至 東京 

至 名古屋 

橋脚

至東京 

至名古屋

や 

橋脚

至東京 

至名古屋

や 
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国道 1 号 藤枝
ふ じ え だ

バイパス 

・藤枝バイパスは中部管内直轄路線の 4 ⾞線化・未事業区間の中で渋滞損失時間が最も
⼤きく、特に朝・⼣ピーク時（平⽇）に著しい渋滞が発⽣（右図）。 

①円滑な物流活動の阻害 

②渋滞による市⺠⽣活への安全・安⼼の⽋如 
・ 藤枝バイパスの渋滞により、当該区間を迂回する交通が市街地部の県道や細街路に流⼊し、

死傷事故率は静岡県平均を⼤きく超過するなど市⺠⽣活の安全・安⼼が⽋如。 
・ 特に、藤枝市においては、⼦供の⼈⼝が増加傾向にあり、通学路への交通流⼊による⼦供達

の⽇々の安全対策に⼤きな課題。 
0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

35 
（万人時間/年km）

図 中部管内直轄国道損失時間

国道 1 号藤枝バイパス

 ワースト 1 位 

藤枝ＢＰ区間

その他区間

資料：H22 渋滞損失時間

【4 車線化･未事業化区間】 

藤枝バイパスの交通課題 広幡 IC 付近の渋滞状況

至 東京 

至 名古屋 

広
幡
Ｉ
Ｃ 

【写真①】 

（１）事業概要 

事 業 進 捗 状 況 

藤枝バイパスの課題  

・平成２９年度の主な事業箇所 広幡 IC〜野⽥ IC 調査・設計推進 
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効果１ ⺠間投資拡⼤と企業活動を⽀援 

【藤枝市企業⽴地推進ビジョン】

・ 対象区間の整備により、朝・⼣の渋滞が解消され、沿
線で計画されている４⾞線化を⾒据えた事業規模の
拡⼤や、新たな⼯業団地の⽴地等、活発化する企業
活動の要として⽀援。 

企業進出に対する問合せ企業の推移（藤枝市）

【藤枝市街地の死傷事故率】 
 現  況：２３４件/億台 km 
 整備後：１８５件/億台 km（２割減）
    ※国道を除く⼀般県道・主要地⽅道を対象

効果２ 安全安⼼な市⺠⽣活の確保 

・ 対象区間の整備により、市街地部への迂回交通が
減少し、通学路をはじめとする、⽣活道路の安全・安
⼼を確保。 

藤枝バイパス周辺の通学路 

2

8 7 7

14

18
20

0

5

10

15

20

25

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

問合せ企業数

⾼⽥⼯業⽤地 
計画公表 

資料：藤枝市資料

⾼⽥⼯業⽤地
造成開始 

（２）整備効果 

■藤枝バイパスにおける短期・中⻑期対策の展開 

至

名
古
屋

至

東
京

文

文
文

文

藤枝市

藤枝バイパス 延長11.6km
ふ じ え だ

周辺の小学校

主な通学路

DID(人口集中地区）

対象区間 延長10.7km

短期対策（実施済み）

中⻑期対策
短期対策（今後実施・検討）

藤枝
市街地

島⽥
市街地

島⽥⾦⾕IC 藤枝岡部IC

⑩藤枝バイパス4⾞線化

新東名⾼速道路

藤枝バイパス島⽥⾦⾕バイパス 岡部バイパス 静清バイパス

⾄
東
京

⾄
名
古
屋

⑦トンネル照度
の変更

⑤LED表⽰板、
SL看板設置

②案内標識
⾒直し

①IC利⽤の
⾒直し

⑨IC合流⾞両整流化
〔ラバーポール設置等〕

③IC合流⾞両整流化
〔看板設置〕

※短期対策は、対策後に効果検証をした上で、
追加対策や他箇所への実施を検討

④トンネル
照度変更

⑥ランプ利⽤⾞両
への注意喚起

⑧新東名への
迂回誘導

⼤
代

向
⾕

旗
指

野
⽥

東
光
寺

⾕
稲
葉

広
幡

菊
川

内
⾕

丸
⼦

牧
⑇
⾕

⽻
⿃

薮
⽥
⻄

薮
⽥
東

⾕
稲
葉
ト
ン
ネ
ル

潮
ト
ン
ネ
ル

⼤
代

向
⾕

旗
指

野
⽥

東
光
寺

⾕
稲
葉

広
幡

菊
川

内
⾕

丸
⼦

牧
⑇
⾕

⽻
⿃

薮
⽥
⻄

薮
⽥
東

⑧新東名への
迂回誘導
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 富⼠市前⽥〜富⼠市五貫島 ⽤地買収推進

国道 1 号 富⼠
ふ じ

由⽐
ゆ い

バイパス 

東名高速道路 

・富⼠由⽐バイパスは平成 14 年度までに全線４⾞線にて開通しました。 
・平成 26 年 3 ⽉ 18 ⽇には寺尾交差点⽴体化事業が完了しました。 
・引き続き、平⾯区間の⽴体化を推進し、交通混雑の緩和、交通安全の確保を図ります。 

平成 26 年 3 ⽉撮影 

国道１号 

⾄ 東京 

⾄ 名古屋 

⾄ 東京 

⾄ 名古屋 平成 26 年 3 ⽉撮影 

寺尾交差点⽴体化後写真 

（１）事業概要 

事 業 進 捗 状 況  

平成 2９年度の主な事業箇所  

－11－



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県富士市鮫島
ふ じ し さめじま

青島交差点

江川交差点

静岡県富士市青島
ふ じ し あおしま

■富士市南部地域から東名高速富士ＩＣまでの所要時間の変化

（江川交差点～東名高速富士ＩＣ間）

出典：民間プローブデータより算出（H26.4月～H27.3月（昼間12時間））
※富士改良区間の速度は、設計速度60km/hで算出

0 5 10 15 20

②全線開通後

①開通前

所要時間が

約７分短縮

（分）

約１６分

約９分

0 4 8 12

③全線開通後

②部分開通後

①開通前

■救急医療機関への所要時間の変化
（宮島東交差点～富士市救急医療センター間）

出典：民間プローブデータより算出（H26.4月～H27.3月（昼間12時間））
※富士改良区間の速度は、設計速度60km/hで算出

（分）

約４分

約７分

約１０分

約６分短縮

所要時間が

約３分短縮

(都）津⽥蓼原線〜（県）富⼠由⽐線間
（延⻑ 0.7ｋｍ）については、 
平成 28 年 3 ⽉ 21 ⽇に部分開通しました。 

国道 1３９号富⼠改良が開通
することにより、富⼠市内の交通
渋滞の緩和や地域の住⺠⽣活の
利便性向上が期待されます。 

国道 1３９号 富⼠
ふ じ

改良 

これにより、以下の整備効果が期待されます。 
 ・交通の転換・分散により通学路の交通事故

リスクの低減  
 ・救急搬送時間の短縮により、富⼠市全体の

救急搬送活動への寄与  
 ・物流効率化の⽀援 

わずかな時間短縮でも 

傷病者への迅速な治療や 

次回出動体制の構築に貢献

(都)前⽥宮下線 
      〜(都)津⽥蓼原線間 

⽤地買収推進 

（１）事業概要 

平 成 2９年 度 の 
主 な事 業 箇 所  

（２）整備効果 

■富士改良周辺の通学路から富士改良への転換ルート

出典：富士市教育委員会資料より作成

吉原
小学校

至

沼
津
市

富士
市役所

Ｈ27年度
開通区間
延長0.7km

田子の浦港

国道139号
富士改良
延長1.6km

至 富士宮市

至 静岡市

＜凡例＞

富士第一小学校 通学路

吉原小学校 通学路

富士第一
小学校

至

静
岡
市

２

①開通前のルート（想定）

②開通後のルート

②南北軸が形成
富⼠改良に交通が転換

①渋滞を回避した交通が
通学路に流⼊

転換

１

転換

１

蓼原地区

富⼠改良周辺の通学路から富⼠改良への転換ルート 

 
 

位 
置
図 

富士市

富士宮市

長泉町

清水町

沼津市

伊豆の国市

函南町

裾野市

三島市

伊豆市

国道139号
富士改良

平成27年度
開通区間
延長0.7km

平成28年3⽉
開通延⻑
0.7km 

事業中
延⻑

0.8km

国道 139 号
富⼠改良

延⻑ 1.6km
平成20年度
開通延⻑
0.1km
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道 路 管 理

維持管理関係 

【⾬量規制区間の通⾏規制により⼆次災害を防ぐ】 【防災点検により危険箇所の有無を確認】 【緊急時も速やかに対応し「安全」「安⼼」を確保】

【道路パトロールで発⾒された道路損傷の復旧】 【定期点検により橋梁をきめ細やかに管理】 【雪氷作業によりスリップ事故防⽌を図る】 

 

４４  安安全全安安⼼⼼なな「「静静岡岡」」ののくくららししをを実実現現 

静岡国道事務所管理道路網図

Ｎ

※管理延⻑の計数はそれぞれ四捨五⼊によっているため、
端数において合計と⼀致しない場合がある。 
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（１）道路の維持管理  

 １）⽇常の維持管理 

通⾏の危険を未然に防ぐため、道路巡回により落下物を回収。
また路⾯の異状、附属物の損傷等を発⾒し維持修繕⼯事にて速やかに処理。 

【中央分離帯除草】 【⼩規模な路⾯補修】 【機械による路⾯清掃】 

 ２）冬期における維持管理 

積雪による交通障害、交通事故を未然に防ぐため、凍結防⽌剤の散布や除雪作業、⾛⾏⾞両の
タイヤチェックを実施。 

【散布⾞による凍結防⽌】 

 3）静岡国道保有の道路管理⾞輌  

道路巡回⾞両 
（パトロールカー） 

〔静清:３台 富⼠:２台〕

排⽔管清掃⾞
〔静清:1 台〕 

対策本部⾞〔1 台〕 照明⾞〔1 台〕 

衛星通信⾞〔1 台〕

散⽔⾞〔静清:1 台〕 

路⾯清掃⾞
〔静清:1 台〕 

【除雪⾞による除雪状況】 【タイヤチェック状況】 
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橋 梁 点 検 は、橋 梁 の⾼ 齢 化 や⾃ 然 環 境 （⾬ 、⾵ など）、外 的 要 因 （⼤ 型 ⾞ 交 通 量 など）等 による
橋 梁 の損 傷 を発 ⾒ ・把 握 するため、５年 に１回 の頻 度 で定 期 的 に⾏ うことを基 本 として進 めています。 

橋 梁 補 修 は、橋 梁 点 検 等 により発 ⾒ された損 傷 を補 修 し、安 全 で円 滑 な交 通 の確 保 、沿 道 や第 三
者 への被 害 防 ⽌ 及 び橋 梁 の⻑ 寿 命 化 を図 るために実 施 します。 

また南 海 トラフ巨 ⼤ 地 震 等 、⼤ 規 模 地 震 が発 ⽣ した際 の被 災 地 域 の救 援 には、道 路 の通 ⾏ が確 保 さ
れていることが不 可 ⽋ です。通 ⾏ 、移 動 ⼿ 段 が遮 断 されると負 傷 者 の搬 出 や救 護 物 資 の移 送 がままならず
被 害 の拡 ⼤ につながります。このため、⼤ 規 模 な地 震 に⾒ 舞 われた際 、甚 ⼤ な被 害 が⽣ じないよう、橋 梁 の
耐 震 補 強 を実 施 することで、「安 全 」で「安 ⼼ 」して通 ⾏ できる道 路 を確 保 します。 

（２）橋梁⽼朽化対策 

 １）橋梁の点検 

 ２）橋梁の補修・耐震補強 

 3）静岡国道管内の⽼朽化の現状と点検結果
・ 静岡国道では、管理する橋梁は６２７橋。このうち建設後５０年を経過する橋梁が約１割（H29.4 時点）
・ しかし、⾼度経済成⻑期に建設された橋梁が多く、２０年後には⾼齢化した橋梁が約６割に急増 

補修前 

補修後 

補強前 補強前

補強後 補強後
⽀承交換 下部⼯補強 落橋防⽌装置 

建設後５０年を経過した橋梁の割合

建設後５０年未満の橋梁の割合

高齢化橋梁の急増（１０％ → ２０年後 ５７％）

10
%

90
%

57
%

43
%

現在２０１７年度 ２０年後(２０３７年度)１０年後(２０２７年度)

(橋長２ｍ以上、２０１７年４月時点)

40
%60

%

定義
Ⅰ 健全 構造物の機能に⽀障が⽣じていない状態

Ⅱ 予防保全段階 構造物の機能に⽀障が⽣じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に⽀障が⽣じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階 構造物の機能に⽀障が⽣じている、⼜は⽣じる可能性が著しく⾼く、緊急に措置を講ずべき状態

区分
健全性の診断の区分 (定期点検要領　平成２６年６⽉)
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高度経済成長期の建設

約２９％

橋
梁
数

(年度)

(橋) 静岡国道の年度別建設橋梁数  
(橋⻑２ｍ以上、２０１７年４⽉時点) 

⾼齢化橋梁の急増 
（１０％ → ２０年後 ５７％） 

静岡国道の建設後 50 年を経過した橋梁の割合

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
平成26年度 97 21 71 5 0
平成27年度 86 33 30 23 0
平成28年度 135 66 50 19 0

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
平成26年度 4 0 0 4 0
平成27年度 7 0 5 2 0
平成28年度 1 0 1 0 0

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
平成26年度 14 0 14 0 0
平成27年度 4 0 3 1 0
平成28年度 12 1 11 0 0

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
平成26年度 7 1 5 1 0
平成27年度 10 0 8 2 0
平成28年度 10 0 10 0 0

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
平成26年度 7 6 1 0 0
平成27年度 5 5 2 0 0
平成28年度 6 4 0 0 0

実施年度 点検実施数 判定区分内訳

実施年度 点検実施数 判定区分内訳

実施年度 点検実施数 判定区分内訳

実施年度 点検実施数 判定区分内訳

実施年度 点検実施数 判定区分内訳

橋梁点検

トンネル
点検

⼤型
カルバート

点検

横断歩道橋
点検

⾨型標識等
点検

年度別点検結果 ※以下管理施設数は平成２９年４月時点

－15－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）道路メンテナンス会議について 

■開催 状 況  

 地⽅公共団体では、三つの課題（⼈不⾜、技術⼒不⾜、予算不⾜）により、   
・点検が進まない  ・点検結果の妥当性確認ができない  ・適切な修繕等が実施できない 

 道路法の改正（H25.9）により、点検が法律で義務化

現状の問題点（背景） 

メンテナンスサイクル（点検⇒診断⇒措置⇒記録⇒）を回す仕組みとして、 

Ｈ26 年度より各県毎に『道路メンテナンス会議』を設置 

年度 岐阜県 静岡県 愛知県 三重県 長野県

第１回 7月22日 7月7日 7月15日 7月12日 7月14日

第２回 2月3日 2月16日 1月31日 1月31日 10月31日

第３回 － － － － 2月28日

平成29年 第１回 7月13日 7月7日 7月12日 7月18日 6月22日

平成28年

・平成 26 年度３回（地域部会含む）開催、平成 27 年度 3 回開催 

◆道路⽼朽化パネル展の開催状況

道路⽼朽化パネル展は、静岡県道路メンテナンス会議中部地域部会内では、静岡県庁、静岡市、富⼠市、
吉⽥町、他６箇所（牧之原市、焼津市、島⽥市、藤枝市、富⼠宮市、川根本町）で開催を予定

 静岡県道路メンテナンス会議の組織：中部地⽅整備局、静岡県、静岡市、浜松市、他県内 33 市町、
中⽇本⾼速道路㈱、静岡県道路公社 

 平成 29 年度 第１回 静岡県道路メンテナンス会議要旨 
平成 29 年第 1 回⽬の会議では、平成 28 年度点検実施状況・結果、平成 29 年度点検計画について、  

各道路管理者と内容を確認しました。 

道路メンテナンス会議の様⼦

パネル展状況（静岡県庁） パネル展状況（富⼠市） 
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静 岡 国 道 事 務 所 では、情 報 発 信 や復 旧 活 動 の拠 点 としての情 報 提 供 施 設 、災 害 ⽤ トイレ、⾮ 常
⽤ 発 電 機 、給 ⽔ 設 備 の整 備 および駐 ⾞ 空 間 の再 配 置 を⾏ い、「道 の駅 」の防 災 拠 点 化 を図 ります。 

国道１号 「道の駅」宇津ノ⾕峠 ・ 国道 139 号 「道の駅」朝霧⾼原の防災拠点化 

 ２）「道の駅」の防災拠点化

（４）防災 

 １）道路啓開計画（中部版「くしの⻭作戦」）

広域図 ◆情報提供施設
屋外から⽬⽴つ箇所に設置し、
気象情報や地震・津波情報 
などの情報を提供する。 

◆災害⽤トイレ  
常時は、ベンチと
して利⽤し、災
害時には、付属
のテントを設置
し、屋外トイレと
して利⽤する。 

←常時(ベンチ) 

↑災害時(テント)

◆救助部隊の拠点
災害時には、復旧⾞両や各種
災害対策⾞両が集結する拠
点となる。 

「道の駅」 
宇津ノ⾕峠 

「道の駅」 
朝霧⾼原 

◆⾮常⽤発電機
災害時の駐⾞場やトイレの照
明⽤の電⼒、情報提供施設の
電⼒を確保する。 

◆災害⽤トイレ  
災害時には、マンホールの上部に災害⽤トイレを
設置し、屋外トイレを確保する。 

◆給⽔設備 
災害時には、 
⼿洗い⽔や 
トイレ洗浄⽔ 
として利⽤する。 

 

 

駿河湾 

【静岡県内の取組】 
 道路啓開実⾏計画の策定 

くしの⻭ルート上の被災量を算出し、被災量に  
対する作業量及び必要となる資機材の算定。 

 関係機関と連携した道路啓開訓練 
⾏動計画の確認と検証を⽬的とし、関係機関と
連携した道路啓開実働連携訓練を実施。 

【中部地域の取組】 
 タイムラインの作成による総合啓開の具体化 

空港(静岡空港)、港湾(御前崎港)に接続する 
ルートについてタイムラインを作成。 

 建設業協会の災害対応における連携推進 
ワーキングを通じ建設重機、燃料等の確保・供給
体制について課題を整理。 

■ くしの⻭ルート上の被災量の算定について、静岡県中部
地域内で保有する重機規格により被災量を算定、静岡
県中部地域版の具体計画個票を作成 

■ 平成２８年度に取り組んだルート以外についての道路 
被害を想定し、道路啓開に必要な資機材を算出、  
資材置き場・参集場所・指揮調整を⾏う拠点事務所を
設定する⾏動計画を策定 

■ ⾏動計画の確認と検証を⽬的とした、関係機関と連携 
した道路啓開実働連携訓練を実施 

昨年度の取組 

今年度の主な取組 

くしの⻭ルート図（静岡県中部）平成２９年3⽉ 
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３） 道路防災点検・対策の推進
道路防災点検は、道路を安全に通⾏していただくため、沿道の斜⾯（⾃然斜⾯や切⼟・盛⼟などの

「のり⾯」）を中⼼に、落⽯・崩壊や地すべり等の災害要因を抽出し、継続的に監視を⾏っています。 
これらの点検を⾏うことにより、早期に異状や状況の変化を把握し、災害を未然に防⽌します。 
また、点検時には、のり⾯災害を防ぐために重要な排⽔溝や排⽔桝の詰まり等を取り除くなど、排⽔機

能の確保を合わせて⾏います。 
点検の結果、対策が必要な箇所については、危険度に応じて必要な⼯事を実施します。 

地元の富⼠ヒノキをふんだんに使いリニューアルした「道の駅」富⼠トイレのお披露⽬会を実施

 ◆平成２９年 5 ⽉ 26 ⽇・5 ⽉ 29 ⽇  梅⾬・台⾵シーズン前に、職員が通⾏⽌め装置（遮断機）の操作訓練を実施 

 ◆平成２９年 5 ⽉ 31 ⽇  梅⾬・台⾵シーズン前に、静岡国道事務所・静岡河川事務所と合同で、災害協定を締結している      
建設業協会会員等を対象に、災害対策⽤機械の操作訓練を実施 

お披露⽬会の様⼦内覧の様⼦

 ⽇ 時：平成 29年 9⽉ 3０⽇（⼟）
 場 所：「道の駅」富⼠（上り線）国道１富⼠由⽐バイパス（富⼠市五貫島地先） 
 出席者：富⼠市⻑、㈱あれこれ屋社⻑(売店等管理)、第３２代かぐや姫、静岡国道事務所⻑ 

 「道の駅」富⼠ 〜地元⽊材「富⼠ひのき」を利⽤した快適なトイレに〜 トピックス 

 ◆平成２９年６⽉１２⽇  梅⾬・台⾵・⼤⾬による落⽯などに備えて、職員がのり⾯等の点検を実施 

トイレ内部
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２）交通安全関係 

交通安全関係 

事故対策の取り組みは、事故データや地域住⺠の声、現地調査などにより事故要因を明らかにしたうえで、 
対策検討（Ｐ/Plan）〜 対策実施（Ｄ/Do）〜 効果評価（Ｃ/Check）〜 追加対策検討（Ａ/Action）
の流れに沿って進めています。単に選定区間の対策を実施するだけではなく、継続的に事故発⽣状況をモニタリングし、必
要に応じて迅速に改善を加えることで効率的に成果を上げていくことを⽬指しています。 

（１）事故ゼロプランの取組み 

効果評価（対策後 4 年経過区間）

●対策後 4 年経過した県内の 35 区間※を対象
に効果評価を⾏った結果、28.5％の削減効
果がみられました。 

※選定時の死傷事故率 300 件/億台キロ以上
かつ死傷事故件数 16 件/4 年以上の区間 

（２）事故ゼロプランの対策検討 
静岡県道路交通環境安全推進連絡会議（合同現地点検の実施）

●平成 28 年 12 ⽉ 16 ⽇に緊急的な対策を必要とする区間として昭府⼆丁⽬交差点（国道 1 号／静岡市葵区）を対象に、
合同現地点検を実施し、事故の発⽣原因や対策の⽅向性について意⾒交換を⾏いました。 

●参加者：学識経験者、道路管理者（静岡国道、沼津河川国道、浜松河川国道、静岡県、静岡市、浜松市）、警察

（３）事故ゼロプランの効果評価 
好事例：静岡市清⽔区 

宮代町交差点（国道 1 号）

 
カラー舗装等による注意喚起や、
横断歩道の前出し等の対策により
事故件数が半分になりました。

●平成 27 年度までに静岡県内で 217 区間を選定 
●このうち、189 区間(約 87％)で対策を実施 
●対策後 4 年経過した 35 区間について効果評価を実施 
●31 区間について⼗分な効果が得られたため、事業完了

平成 28 年度までのＰＤＣＡサイクル実施状況

死傷事故率とは・・・⾃動⾞が区間 1 キロを 1 億台
⾛⾏した場合に発⽣する可能性のある死傷事故件数 

≪35区間の全死傷事故件数の比較≫

28.5%減少 

≪静岡国道事務所の進捗状況≫ 

94 区間 

※平成 28 年度末時点 

進捗状況 区間数

PLAN
検討中

　４区間

DO
事業中

　８区間

CHECK
経過観察

７１区間

CHECK
事業完了

１１区間

事前:18 件/4 年⇒事後:9 件/4 年
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エラー! 埋め込みオブジェクトが正しくありません。  （４）交差点改良事業 

 ２）実施 済 みの交 差 点 改 良 事 業 （国 道 139号 中 ⼩ 泉 交 差 点 改 良 （富 ⼠ 宮 市 ）） 

【富⼠⻄地区交差点改良】
  静岡県富⼠市川成島〜宮島 

＜対策内容＞ 
・右折レーン２⾞線化 
・注意喚起看板等 

【吉野町⻄交差点改良】
  静岡県静岡市葵区吉野町 

＜対策内容＞ 
・中央分離帯縮⼩による左折ポケット設置 
・標識や路⾯標⽰による注意喚起 
・ゼブラ帯設置等 

静岡県事故ゼロプラン「事故危険区間」において、交通挙動分析や現地点検等により、的確な評価分
析を⾏い、重点的に交通事故対策を進めています。平成 29 年度は、新たに富⼠市の国道 1 号において
交差点改良（富⼠⻄地区交差点改良事業）に取り組みます。

国道 139 号 中⼩泉交差点（富⼠宮市）の改良について、対策検討、改良⼯事を⾏い、改良前後
の調査によりその整備効果を検証しました。

【富⼠宮道路中央分離帯設置】
 静岡県富⼠宮市外神〜上井出
＜対策内容＞ 
・中央分離帯設置 
・注意喚起標識、路⾯標⽰、 
 滑り⽌め舗装等 

 １）交差 点 改 良 箇 所 の抽 出  

◆上り（富⼠市⽅⾯）における整備効果 

＜対策内容＞ 
 右折レーン延伸・正対化 
 標識や路⾯標⽰による注意喚起 
 交差点内の右折誘導線の設置 

平成 29 年度の主な事業箇所の対策内容

出典：ETC2.0 プローブ情報より 出典：交通挙動調査結果より

改良後 
右折誘導線

      交差点の⾛⾏速度 抑 制 (18 時台) 

交差点を通過する
⾃動⾞のスピードが
6km/h 低下し、 
追突事故などの 
リスクが少なく 
なりました。 

交差点⼿前で 
急ブレーキをかける 

⾃動⾞が 20％減り、 
安全に通⾏できる 
ようになりました。 

⾄ 富⼠市 

⾄ ⼭梨県

改良後、右折レーンを延伸したことで、  
はみ出さずに信号待ちすることが可能に！

路⾯標⽰ 右折レーン延伸・正対化

カラー舗装

改良前 

⾄ 富⼠市 

⾄ ⼭梨県 

カラー舗装 

8.2%

6.6%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

改良前 改良後

改良前

改良後

0.0％

56.2

50.4

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

改良前 改良後

改良前

改良後

40.0

km/h

km/h

Km/h

     交差点⼿前での急ブレーキ発⽣頻度 減 少  効果① 効果②
20%減少 6km/h 減少

静岡県

静岡市

富士市

富士宮市

御

沼津市
富
士
川

安
倍
川

駿　河　湾

道の駅
「玉露の里」

P

道の駅
「富士」

ぐいす
エリア

P
エキパ

469

150

150

149

414

藤枝岡部ＩＣ

新静岡ＩＣ

新清水ＩＣ

新清水J.C.T

新富士ＩＣ

長泉
沼津

52

静岡SA
　スマートＩＣ

（仮

道の駅
「富士川楽座」

焼津ＩＣ

静岡ＩＣ

清水ＩＣ

清水J.C.T

清水
いはらＩＣ

富士川SA
スマートIC

富士ＩＣ

沼津ＩＣ

1

1

道の駅
「宇津ノ谷峠」

交通事故重点対策事業
万野原新⽥交差点改良

交通事故重点対策事業 
⽇出町交差点改良 

交通事故重点対策事業 
吉野町⻄交差点改良 

交通事故重点対策事業 
富⼠⻄地区交差点改良 

⾄ 静岡市

⾄ 沼津市

  Ｈ29 年度の事業箇所 

新規

新規

宮島交差点⼿前を望む

道路交通安全施設等設置事業 
富⼠宮道路中央分離帯設置 
⾄ ⼭梨県 

⾄ 富⼠市 
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（１）国道１号 無電柱化 

 

５５    美美ししくく快快適適ななままちち「「静静岡岡」」のの創創出出 

① 静岡
しずおか

市駿河
す る が

区国
く に

吉⽥
よ し だ

(L=0.4km)の電⼒・通信設備⼯事及び 
移設補償を推進 

② 静岡
しずおか

市駿河
す る が

区国
く に

吉⽥
よ し だ

〜葵
あおい

区古庄
ふるしょう

(L=0.8km)の本体⼯事及び 
移設補償を推進 

2）整備効果（清⽔
し み ず

区渋
し ぶ

川
か わ

） 

 １）平成2９年度の主な事業箇所 

３）無電柱化推進のための新たな取り組み 

緊急輸送道路を対象に電柱の新設を禁⽌する措置※の全国展開を図る。 
                                ※道路法第 37 条による道路の占⽤制限 
➢緊急輸送道路において電柱の新設を禁⽌します。 
 （平成 28 年 4 ⽉ 1 ⽇から直轄国道(約 2 万 km)において開始しています） 
◆静岡国道事務所が管理する国道 1 号、52 号、139 号についても、電柱の新設が禁⽌されます。 

 国⼟交通省 URL：http://www.mlit.go.jp/road/road/traffic /chicyuka/chi_17.html

電線共同溝(イメージ)

整備前 整備後
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（2）国道１号 静清バイパス ⾃転⾞⾛⾏空間整備事業 
静清バイパス側道部における安全な⾃転⾞通⾏空間について、平成 25 年度から道路利⽤者や有識者に

参加いただくワークショップを開催しながら整備⽅針を決定し、⾃転⾞通⾏空間の整備を進めてきました。 
平成 28 年度までに約 5km の区間が完成し、利⽤できるようになりました。 
平成 29 年度は、引き続き⼯事を進めるとともに、新たに賎機⼭トンネルから⻄側区間の整備計画の策定に

取り組みます。 

JR
清水駅

静鉄
新清水駅

文

文文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文 文

文

文

文
文

文

文

文

文
文

ＪＲ
静岡駅

静鉄
新静岡駅

ＪＲ
草薙駅

新規 葵⻄⾃転⾞⾛⾏空間 
整備事業 

新規 

延⻑ 1.1 ㎞

整備済区間

延⻑ 5.0 ㎞

平成 29 年度 
整備中区間 

延⻑ 3.0 ㎞ 延⻑ 0.5 ㎞

清⽔⽴体事業
に合わせ計画

平成 29 年度
整備中区間

池ヶ谷西交差点

清水 IC 西

側側側道道道   副副副道道道   

⾃⾃⾃転転転⾞⾞⾞レレレーーーンンン   
⽮⽮⽮⽻⽻⽻根根根   

（３）⽣活道路の交通安全対策 〜暮らしの「みち」を安全に〜 

凡 例 
整備済 
整備中 
計 画 

利⽤状況 整備状況

⼊江地区の状況 

静岡県では、ゾーン３０を含む⽣活道路の危険性が特に⾼いエリアを「⽣活道路対策エリア」に指定し、
交通事故の発⽣状況や現地点検などを踏まえ、必要な安全対策を検討し、実施しています。 

国道１号に隣接する静岡市清⽔区⼊江地区では、「⼊江地区⽣活道路対策協議会」に参加し、地域の
皆さんと⼀緒に、交通事故防⽌のための安全なみちづくりに取り組んでいます。 

◆ゾーン３０◆ 
⾃動⾞の最⾼速度を時速 30km/h

に設定する交通規制を⾏う区域（警察
が指定）。 

路⾯標⽰やハンプなどを組み合わせた
対策を実施することにより、⾃動⾞の速
度や通過交通を排除し、⽣活道路の安
全性の向上を図る。 

「⼊江地区⽣活道路対策協議会」の様⼦

下野東 

静岡地区⾃転⾞道設置事業
（清⽔ IC ⻄〜池ヶ⾕⻄交差点）延⻑約９.６㎞ 

事業中

延⻑約５.３㎞ 
（葵区⼤岩〜牧ヶ⾕）

－22－



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

道路ふれあい⽉間 道路愛護団体表彰
 平成 29 年８⽉ 30 ⽇ 
 ◆⼤岩４丁⽬町内会・・・平成９年度から、国道１号静清バイパスの静岡市葵区⼤岩４丁⽬地先で、植栽

帯の除草、花苗の植え付け等を継続的に⾏うなど、多年にわたり道路の美化に貢献し
ていただきました。 

 平成 29 年８⽉ 3１⽇ 
 ◆えんの会・・・・・・・・・・・・平成２１年度から、国道１３９号富⼠宮市内において、歩道部等の清掃活動を 

継続的に⾏うなど、多年にわたり道路の美化に貢献していただきました。 

国道246号 萩原高架

（４）ボランティアサポートプログラム 

道路をきれいにしたいという地域の皆さんの気持ちを、「ボランティアサポートプログラム」として、
地域の皆さんと道路管理者が協定を結び、道路の清掃、除草などの活動をして頂いています。 

国⼟交通省では、毎年８⽉を「道路ふれあい⽉間」として、国⺠の皆さまへ道路の役割や重要性を
再認識していただき、道路を美しく、安全に利⽤いただくために道路愛護活動の啓発等に取り組んでい
ます。 

静岡国道事務所管内では、国道1号及び国道139号の⼀部区間において、「ボランティアサポ
ートプログラム」の協定を締結しています。協定を締結している団体の皆さんは、企業や町内会など
組織構成は様々ですが、歩道清掃、除草、植栽帯の管理等の活動を通して、道路の美化に貢
献されています。 

◆静岡国道事務所の取組例 

⼤岩 4 丁⽬町内会表彰式 

えんの会の皆さん 

⼤岩 4 丁⽬町内会の皆さん ⼤岩 4 丁⽬町内会の活動の様⼦

えんの会の活動の様⼦ えんの会表彰式 

活動の様⼦
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■業務内容 
（1 号業務）歩道等の除草・清掃 
（2 号業務）⾷事施設・購買施設の設置（調整中） 
（4 号業務）集約案内サインの設置の研究 
（5 号業務）道路景観に関する普及啓発

 

静岡県 富士宮市

活動位置
富士宮市

  「道路協⼒団体指定証」の交付式を開催 トピックス 

（５）道路協⼒団体制度 

■協⼒団体名 
富⼠⼭朝霧⾼原景観管理協議会  
（平成２８年１２⽉２７⽇指定） 

■指定区間 
国道 139 号  
28ｋ400（静岡県富⼠宮市猪之頭） 
〜36ｋ250（同市根原）・延⻑：約 3.5km 

4

1

4

1
 

 139139

138138

469469

139139

対象地

富士山 

静岡県
富士宮市
朝霧高原
国道139号

【活動位置図】

第１号業務  
除草活動 

「富⼠⼭朝霧⾼原景観管理協議会」が静岡県内で最初の道路協⼒団体に指定されました

■概 要 
・静岡県内で初の道路協⼒団体として、⻑年、富⼠宮市の  

国道 139 号沿線で清掃活動を⾏っている｢富⼠⼭朝霧⾼原
景観管理協議会｣が中部地⽅整備局⻑から指定（平成 28 年
12 ⽉ 27 ⽇付け）を受けました。 

・指定を受けた ｢富⼠⼭朝霧⾼原景観管理協議会｣ へ、道路
協⼒団体指定証を渡す交付式を開催しました。 

・協議会の中込会⻑は、｢清掃活動をしている道路周辺は牧場
が広がり、富⼠⼭がよく⾒えるスポット。制度を有効に活
⽤して景観維持に努めたい｣と挨拶されました。

 ⽇時：平成 29 年１⽉ 10 ⽇（⽕） 15:00 〜 15:30  
 会場：静岡国道事務所 ２階会議室 

道路における⾝近な課題の解消や道路利⽤者のニーズへのきめ細やかな対応などの業務に⾃発的に取り組む 
⺠間団体等を⽀援します。道路管理者と連携して業務を⾏う団体として法律上位置づけることにより、⾃発的な 
業務への取り組みを促進し、地域の実情に応じた道路管理の充実を図ります。 

第１号業務
除草・清掃

約800ｍ

山梨県県境

第２号業務
購買施設等
設置

第２号業務
食事・購買施設等設置
第５号業務 普及啓発

第１号業務
除草・清掃

約800ｍ

国道１３９号

第１号業務
除草・清掃
約1,000ｍ

「猪之頭入口」信号交差点付近

←県立野外活動センター入口

第１号業務
除草・清掃
約100ｍ

第４号業務
集約案内

サイン研究

第１号業務
除草・清掃
約800ｍ

道の駅朝霧高原

富⼠⼭朝霧⾼原景観管理協議会 
中込会⻑の挨拶 

 第２号業務  
食事施設・購買施設 

等の設置 

 富⼠⼭朝霧⾼原景観管理協議会は平成２６年に設置され、地元企業・区⻑等約２０名で構成。 
 世界⽂化遺産である富⼠⼭の道路景観維持を⽬的とした清掃活動・修景活動のほか、 

地域の特産等を販売する⾷事施設、活動応援購買施設等の設置。収益により道路の維持・管理を充実。
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６６    ⽇⽇本本⾵⾵景景街街道道 

 静岡国道事務所管内の⾵景街道の紹介 

東海道と富⼠⼭、宿場と峠を満喫する

江⼾時代、五街道のうち最も重要な街道
は東海道でした。静岡市には、その東海道の
宿場が 6 宿（蒲原、由⽐、興津、江尻、府
中、丸⼦）もあり、当時の町並みや史跡など
歴史的⽂化を残しています。 

さらに、歌川広重が⾒た東海道の⾵景が
現在でも唯⼀眺望できるさった峠と、平成 22
年2⽉に国指定史跡に指定され、伊勢物語
の舞台にもなった宇津ノ⾕峠があります。 

12〜3 ⽉の期間には、富⼠⼭の絶景が
楽しめ、また、⾵のない温暖な気候は、ウォー
キングに最適です。各宿場の観光ボランティア
ガイドも連携していることから、歴史や⽂化を
体験しながら楽しく散策できるルートです。 

⽇本⾵景街道は、住⺠、NPO、企業など地域が主体となって、⾏政と連携しながら、道を舞台に地域ならではの⾵景や
⾃然、歴史、⽂化などの資源を活かした「美しい景観づくり」や「活⼒ある地域づくり」への取り組みです。国⼟交通省が全国
１３８ルートを登録し、「よろこび」や「感動」など地域の活性化に向けた活動が展開されています。 

⽇本⾵景街道のイメージ 

 東海道「駿河 2 峠 6 宿⾵景街道」 

ぐるり富士山
風景街道 

大井川流域 
「南アルプスへの道・お茶の道」

東海道 
「駿河２峠６宿風景街道」

“なごみの伊豆
なごみの道“風景街道

浜名湖 
サイクリングロード 

町内会、ビルの管理者、企業、地域の住⺠、国、県、市など、
様々な⽅々の協⼒を得て、案内サインの設置、ベンチ等の 
塗り替え、さらに⽯碑の修景、 
解説マップ等の情報発信など、 
旧東海道の「まち磨き」を⾏い、 
「魅⼒ある２峠６宿」を育てています。 

地元の取り組み・活動 
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 ぐるり富⼠⼭⾵景街道  

 ぐるり富⼠⼭⾵景街道における、静岡・⼭梨両県での地域発案の合同事業として、ぐるり富⼠⼭⾵景街道⼀周清掃が
平成２７年度を初回としてスタートしました。毎年１０⽉中を⼀周清掃⽉間として清掃活動を⾏っています。 

 平成２８年度の⼀⻫清掃⽇当⽇には、キックオフセレモニーと合わせ⼀⻫清掃活動を実施し、地元富⼠宮市の⾼校⽣
（約１７０名）を中⼼に両県で約３００名にご参加いただき、約４００kg のゴミが収集されました。 

主  催：ぐるり富⼠⼭⾵景街道⼀周清掃実⾏委員会 

事務局：ぐるり富⼠⼭⾵景街道パートナーシップ事務局 

       【総括事務局】   NPO 法⼈ 富⼠⼭クラブ 

       【静岡県事務局】 NPO 法⼈ 地域づくりサポートネット 

       【⼭梨県事務局】 NPO 法⼈ 富⼠⼭麓観光まちづくり研究所 

実⾏委員会構成機関： 国⼟交通省(中部・静岡国道、沼津河川国道、富⼠砂防) 
                        (関東・甲府河川国道) 
                     静岡県、⼭梨県、富⼠⼭周辺⾃治体、⺠間事業者等 

ぐるり富⼠⼭⾵景街道⼀周清掃の推進体制 平成２７年度の⼀⻫清掃⽇の様⼦
（平成２７年１０⽉２４⽇） 

富⼠⼭の⾒える道⾵景、富⼠⼭をぐるりと巡る道⾵景を守り・創り・伝えていく 

霊峰富⼠を巡る幾筋もの道には、⽇本
⼈の祈りの⾵景があり、それを⽀えた暮らし
の⾵景があります、春夏秋冬、さまざまな⾓
度から眺める富⼠の姿は美しい。 

「ぐるり富⼠⼭⾵景街道」は、その名のと
おり、国道 138 号、139 号、469 号をつ
ないでぐるりと富⼠⼭麓を⼀周するルートが
主軸になっています。 

地元の取り組み・活動 

   ぐるり富⼠⼭⾵景街道⼀周清掃トピックス 

キキッッククオオフフセセレレモモニニーー  ((静静岡岡・・山山梨梨両両県県ののゆゆるるキキャャララもも応応援援)) 

ゴゴミミをを収収集集すするる星星陵陵高高校校のの生生徒徒 
国国道道 113399 号号でではは路路肩肩規規制制をを行行いい、、 
ドドラライイババーーのの皆皆様様ににももごご協協力力いいたただだききままししたた 

歩歩道道のの草草刈刈りりをを実実施施すするる星星陵陵高高校校のの生生徒徒 静静岡岡県県側側参参加加者者とと収収集集ししたたゴゴミミ 

NNPPOO 地地域域づづくくりりササポポーートトネネッットトがが、、静静岡岡県県側側事事務務局局ととししてて
企企画画実実施施ににごご尽尽力力くくだだささいいままししたた 

平成２８年度の⼀⻫清掃⽇の様⼦（平成２８年１０⽉１⽇） 

・ぐるり富⼠⼭⾵景街道⼀周清掃 
・ぐるり富⼠⼭トレイルの活⽤ 
・ぐるり富⼠⼭サイクルネットの研究 

「道の駅」との連携 
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千代⽥上⼟ IC
交差点 ⿃坂

交差点

清⽔ IC
⻄交差点

■供⽤している整備区間

 ７  現場⾒学会（旬な現場等） 
中部地⽅整備局では、⽣活を豊かにするための社会資本整備を⾏っており、河川・道路・港湾・防災な
ど、皆さんの暮らしとの関係を実感していただくために、現場⾒学を受け付けています。普段はなかなか⽬
にすることのない、⼯事現場やダムなどの施設を公開します。ぜひ、お気軽にお問い合わせ下さい。 

 

静清バイパス 

 ■国道１号 静清バイパス（⾃転⾞⾛⾏空間整備 ⼋坂北〜⼤岩地区）
⾃転⾞⾛⾏空間の整備をしている状況をご覧いただけます。（平成 29 年 12 ⽉〜平成３１年３⽉末まで）

池ヶ⾕⻄ 
交差点 

能島 IC 
⾃転⾞⾛⾏空間整備 全区間 延⻑=9.6km 

現場までは、静清バイパス 
千代⽥上⼟ＩＣ下⾞すぐです。 

お問い合わせ先 
静岡国道事務所 計画課 
ＴＥＬ：054-250-8904 

整備中区間
 延⻑=1.1km 

能島交差点〜天王町交差点 
整備済区間

延⻑=0.9km 
天王町交差点〜清⽔区飯⽥

整備済区間
延⻑=7.1km 

葵区⼤岩〜能島交差点
（⼀部整備中区間含む）

 

《 ＰＯＩＮＴ 》 

利用者のニーズにあわせ側道か副道を選択可能 

・のんびり走れて車もう少ない副道を通ろう。
・スムーズに走行できる側道を通ろう。 

 

《 ＰＯＩＮＴ 》

左折専用レーンがある

交差点は、左折車両と

自転車の接触事故の防

止対策として、自転車

と車両を分離。 

整 備 後  
（平成 28 年 4 ⽉撮影） 

 ■国道１号 静清バイパス（丸⼦藁科トンネル）
開通前の丸⼦藁科トンネル内の設備がご覧になれます。（平成３０年３⽉〜平成３０年５⽉末まで） 

＜丸⼦藁科トンネル諸元＞○延⻑ 2,041ｍ  トンネル等級：AA 等級
     ※トンネル等級とは・・・トンネルの⾮常⽤施設設置のための区分で、ＡＡが⼀番上の等級になります。 

 

静清バイパス 

現場までは、E1 東名⾼速道路 
静岡ＩＣより ⾞で 

約２０分（約７㎞）です。 
お問い合わせ先 

静岡国道事務所 計画課 
ＴＥＬ：054-250-8904 

トンネル内施設設置状況 照明設備 消⽕設備 ⾮常電話避難連絡坑

この地図は、国土地理院発行の地図を使用しています
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国道１号静清バイパス丸⼦藁科トンネルの⼯事現場で、最先端の情報化施⼯技術を⾼校⽣が学習！
〜静岡県⽴科学技術⾼等学校⽣がトンネル舗装⼯事を学習〜 

国道１号静清バイパス牧ヶ⾕ＩＣ〜丸⼦ＩＣ間の⼯事現場で、親⼦⾒学会開催 

 ⽇ 時：平成 29 年 8 ⽉ 26 ⽇（⼟） 
 場 所：丸⼦藁科トンネル・泉ヶ⾕⾼架橋⼯事現場 
 参加者：50 ⼈(⼤⼈ 26 ⼈,⼦ども 24 ⼈) 

ボルトの締め付け体験 

泉ヶ⾕⾼架橋前で記念撮影

トータルステーションの操作実習 静岡県⽴科学技術⾼等学校
都市基盤⼯学科 2 年の皆さん

連続鉄筋コンクリート舗装の学習 

 ⽇ 時：平成 29 年７⽉ 22 ⽇（⼟） 
 場 所：丸⼦藁科トンネル・泉ヶ⾕⾼架橋⼯事現場 
 参加者：32 ⼈(⼤⼈ 16 ⼈,⼦ども 16 ⼈) 

丸⼦藁科トンネルの前で記念撮影 

⼯事中の橋を空中散歩 ボルトの締め付け体験 測量体験 

情報化施⼯の⼿順説明 泉ヶ⾕⾼架橋上で架設状況を確認

 ■国道１号 静清バイパス（牧ケ⾕IC〜丸⼦IC）〜平成２９年度現場⾒学会開催〜

 ⽇ 時：平成２９年９⽉ 15 ⽇（⾦） 
 場 所：丸⼦藁科トンネルⅡ期線 ⻄抗⼝付近（静岡市駿河区丸⼦地先） 
 参加者：静岡県⽴科学技術⾼等学校 都市基盤⼯学科 2 年４１名（教員３名） 
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新清水JCT

六郷 ＩＣ

H30開通予定
延長6.7km※

増穂 ＩＣ

H29.3.19開通
延長9.3km

海老名南JCT

厚木南IC

伊勢原北IC

御殿場JCT H29開通予定
延長2km ※1

H30開通予定
延長7km

H32開通予定
延長45km

大平ＩＣ

天城湯ヶ島ＩＣ

H30開通予定
延長5.1km

東栄IC

佐久間IC

H30開通予定
延長6.9km

浜松いなさ
JCT

豊田東JCT

H28.2.13開通
延長55km

富沢 ＩＣ

静岡県

H28.3.21開通
延長0.7km

駿河湾沼津
スマートIC H29.3.18開通

駿河湾沼津
スマートIC

下部温泉
早川 ＩＣ

南部 ＩＣ

H30開通予定
延長8.4km

H31開通予定
延長13.2km※

H30開通予定
延長21.0km

静岡国道事務所静岡国道事務所

H29.3.18開通
三方原

スマートIC

H32開通予定
（仮称）新磐田

スマートIC

三方原スマートＩＣ

H30開通予定
（仮称）足柄
スマートIC

H32開通予定
（仮称）小山
スマートIC

H29開通予定
（仮称）東名静岡東

スマートIC

H30開通予定
（仮称）舘山寺

スマートIC

H31開通予定
（仮称）駒門
スマートIC

■⼈と物を運び、経済を発展。

 

国道 52 号及び国道 141 号は、急カーブや⾬量規制区間が
多く緊急輸送は容易ではありません。⾼速道路の開通で、災害
や急病⼈発⽣などの緊急時は、⼤切な役割を果たします。 

■静岡へ、⼭梨へ、⻑野へ。気軽に⾏ける！ 

遠かった静岡、⼭梨、⻑野も、中部横断⾃動⾞道の開通で、⼀気に近くなります。
観光、レジャー、スポーツ、名物の⾷べ歩きなど、春夏秋冬を通じて⼀層便利に！ 

⼭梨、⻑野からは、果物や⾼原野菜、静岡からはイチゴやシラス、桜エビ、
バラの花など、新鮮な農林⽔産品が、お店に並ぶようになります。 

中部横断⾃動⾞道が開通すると、甲府から⼀番近い港は清⽔港となり、静岡県
中部地域の港への新たな物流ルートが形成され、経済活動が活性化されます。 

８８    ここれれかかららのの静静岡岡ののみみちち 

出典：国⼟交通省関東地⽅整備局資料、NEXCO 中⽇本⾼速道路開通情報、静岡市資料   注：※区間の開通時期については、トンネルの進捗が順調な場合

■⼭の幸、海の幸が新鮮なうちに。 

■災害、緊急時も、安⼼。 

■中部横断⾃動⾞道 路線図 

出典：国⼟交通省中部地⽅整備局資料、国⼟交通省関東地⽅整備局資料、NEXCO 中⽇本⾼速道路開通情報、   注：※区間の開通時期については、トンネルの進捗が順調な場合

広域的な連携・交流を⽣み出すみちづくり 
新東名⾼速道路、中部横断⾃動⾞道、 
(仮)東名静岡東スマート IC の開通が予定されており、 
⾼速かつ広域な道路網が形成されます。 

（1）静岡県を取り巻く⾼速道路 

（2）中部横断⾃動⾞道の延伸 

供用区間
7.8km

平成30年度
開通予定※

平成30年度
開通予定

平成31年度
開通予定※

供用区間
25km

未 定
平成29年度
開通予定

中富IC

六郷IC

富沢IC

南部IC 身延山IC

下部温泉早川IC

平成30年度
開通予定
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（3）静清バイパスの推進 

平成 9 年  ・全線暫定２⾞線開通 

昭和４３年  ・静清バイパス事業化 平成２０年  ・清⽔ IC ⻄〜⿃坂 IC 間４⾞線化 

・昭府地区 暫定２⾞線⽴体化 

平成１８年  ・千代⽥上⼟ IC〜唐瀬 IC 間 ４⾞線化 

平成２４年  ・唐瀬 IC〜⽻⿃ IC 間４⾞線化
静清バイパス 延長 24 .2km

静清バイパス 延長 24 .2km

362

1

52

1

1

清水立体化千代田
上土IC

羽鳥IC

鳥坂IC牧ヶ谷IC

牧ヶ谷IC～丸子IC
４車線化（H30）

平成２７年
・⽻⿃・牧ヶ⾕ IC フルインター化 

・⿃坂 IC〜千代⽥上⼟ IC 間４⾞線化 

東光寺IC
とう こう じ

藪田西IC
やぶ た にし

至

名
古
屋

至

東
京

広幡IC
ひろ はた

島田金谷バイパス

２車開通
（４車化事業中）

４車開通

（一）島田岡部線
Ｈ22：14,621台/日（2車）

藤枝バイパス 延長１１．６km
ふじ えだ

岡部バイパス
おかべ

しまだ かな や

静
岡
県
藤
枝
市
岡
部
町
内
谷

ふ
じ
え
だ

お
か
べ
ち
ょ
う

う
つ
た
に

藤枝市

島田市

藤枝岡部ＩＣ
ふじ えだ おか べ

焼津ＩＣ
やい づ

藤枝家具
⼯業団地 藤枝

⼯業団地
島田市役所
しまだ

藤枝市立総合病院
ふじえだ

藤枝市役所
ふじえだ

藤枝バイパス（広幡～野田） 延長１０．７km

静
岡
県
藤
枝
市
仮
宿

ふ
じ
え
だ

か
り
や
ど

（終）

（起）

ふ じ え だ の だひろはた

静
岡
県
島
田
市
野
田

し

ま

だ

の
だ

藤枝バイパス
Ｈ22：38,715台/日（2車）

しまだ

島田市民病院

谷稲葉IC
や いな ば

完成４車線区間
延長0.9km

⾼⽥地区
⼯業⽤地

しま だ

ふじ えだ

内谷IC
うつたに

宮原地区
⼯業⽤地

凡 例

対象区間

高速道路

一般道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

トンネル構造

主要渋滞箇所

事故危険箇所

交通量(H22センサス)

市街地

主な事業所

二次医療施設

整備中の工業団地

交通量台/ 日

藪田東IC
やぶ た ひがし

野田IC
の だ

（４）藤枝バイパス 4 ⾞線化の推進 

凡 例

対象区間

高速道路

一般道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

トンネル構造

主要渋滞箇所

事故危険箇所

交通量(H22センサス)

市街地

主な事業所

二次医療施設

整備中の工業団地

交通量台/日

［土工部］

［橋梁部］

［トンネル部］

1.75 3.50 3.50 3.00 3.50 3.50 1.75
20.50

2.000.50 0.50

0.75 8.50 0.75

3.50 3.50

0.750.75

8.50 0.750.75
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20.50
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1.00 1.00
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10

20

30

40

50

60

70

80

90

至

東
京

至

名
古
屋

野田高架橋
0.3km

瀬戸川橋
0.1km

藪田高架橋
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（ｍ）

1.2％

0.6％

1.7％
0.8％
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3.1％
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潮TN
0.3km

野田IC
の だ

谷稲葉IC
や いな ば

藪田西IC
やぶ た にし
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とう こう じ
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うつたに標高
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土工部

橋梁部

トンネル部

0 1 2 3 4 5km

静清バイパス 延長 24 .2km

362

1

52

1

1

唐瀬IC

千代田
上土IC

牧ヶ谷IC

羽鳥IC

鳥坂IC

瀬名IC

長崎IC

能島IC

清水IC西
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 1）静岡県を取り巻く⾼速道路 （1）平成 2９年度 道路関係予算概要 

（2）平成 2９年度予算の基本⽅針 

東⽇本⼤震災や熊本地震等による「被災地の復旧・復興」を加速させるとともに、「国⺠の安全・安⼼
の確保」、「⽣産性向上による成⻑⼒の強化」及び「地域の活性化と豊かな暮らしの実現」の 4 分野に
重点化し、施策効果の早期実現を図ります。 

出典）国⼟交通省 HP 道路 IR 予算 http://www.mlit.go.jp/page/kanbo01_hy_005277.html  

参参考考--１１   予予算算⽅⽅針針 

  
今後の社会資本整備に当たっては、特に、⽣産性向上を導く社会資本のストック効果を

重視することにより、我が国の成⻑を⽀えていくことが重要である。 
ストック効果の⾼い公共投資により経済成⻑を図り、経済再⽣と財政健全化の双⽅を 

実現するため、必要な公共事業予算を安定的・持続的に確保する。 

  
（１）⺠間投資の誘発等のストック効果を重視し、⽣産性向上に寄与する戦略的な社会

資本整備を推進。 
（２）訪⽇外国⼈旅⾏者数 2020 年 4000 万⼈、2030 年 6000 万⼈を⽬指し、観光 

先進国の実現に向けた取組を推進。 
（３）PPP/PFI の推進やインフラシステムの海外展開等を通じて新たな有望成⻑市場の

創出を図り、⺠間のビジネス機会を拡⼤。 
（４）現場を⽀える⼈材の確保・育成対策に加え、物流の⽣産性向上や i-Construction

（建設現場の⽣産性向上）を推進。 

今後の社会資本整備 

⽣産性向上による成⻑⼒の強化 

平成２９年度 道路関係予算 概要

被災地の復旧・復興
東⽇本⼤震災という未曾有の⼤災害を踏まえ、平成28年度

から平成32年度までの復興・創⽣期間における新たな枠組み
に基づき、復興道路・復興⽀援道路等の緊急整備等により被
災地域の早期復旧・復興に全⼒で取り組むとともに、熊本地
震や平成28年の相次ぐ台⾵による豪⾬災害の被災地の復旧・
復興を図るため、被災した道路の災害復旧の加速や復興を⽀
援する道路の整備を推進する。

国⺠の安全・安⼼の確保
国⺠の命と暮らしを守るため、⽼朽化が進む道路施設に

ついて、着実な点検及び措置等を適切に推進するとともに、
道路の防災・震災対策や代替性の確保のための道路ネット
ワークの整備、無電柱化等を推進する。

また、⽣活道路・通学路や⾃転⾞の安全対策とともに、
踏切対策や⾼速道路における安全対策等の利⽤者の安全に
資する事業を推進する。

⽣産性向上による成⻑⼒の強化 地域の活性化と豊かな暮らしの実現
⼈⼝減少・⾼齢化社会の下での、労働者の減少を上回る⽣

産性を向上させ我が国の経済成⻑を実現するため、三⼤都市
圏環状道路の整備や空港・港湾アクセスの強化を推進すると
ともに、今ある道路の運⽤改善や⼩規模な改良等のネット
ワークを賢く使う取組を推進する。

地⽅の成⻑を促し、⼈⼝減少を克服するため、「コンパ
クト＋ネットワークJの考え⽅に基づき、「道の駅」やス
マートIC等の活⽤による拠点の形成及び道路ネットワークに
よる地域や拠点聞の連携確保を推進する。
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（1）中部圏広域地⽅計画の概要 

参参考考--２２    広広域域地地⽅⽅計計画画 

■基本⽅針に係る具体的⽅策 

出典）国⼟交通省 HP 国⼟形成計画への取組 http://www.cbr.mlit.go.jp/kokudokeisei/kouiki/keikakui_sakutei.htm 

（２）基本⽅針と１０のリーディングプロジェクト

■中部圏の将来像 
暮らしやすさと歴史⽂化に彩られた 

世界ものづくり対流拠点 中部 

■⽬指す⽅向 
＜世界の中の中部＞ 

世界最強・最先端のものづくり 
産業・技術のグローバル・ハブ 

＜⽇本の中の中部・中部の中の⼈々＞ 
リニア効果を最⼤化し都市と地⽅の 
対流促進、ひとり⼀⼈が輝く中部

＜前提となる安全・安⼼、環境＞ 
南海トラフ地震などの災害に強く 
しなやか、環境と共⽣した国⼟ 

■新たな中部圏の実現に向けた戦略 

 位置付け：国⼟形成計画法第９条に基づき国⼟交通⼤⾂が定める
 計画期間：２０５０年を展望した、今後概ね１０ヵ年間 
 計画区域：⻑野、岐⾩、静岡、愛知、三重 
 広域連携：北陸圏と合同で⽇本海から太平洋にわたる、広域連携の⽅向を⽰す 

5. 快適・安全安⼼な⽣活環境実現
ＰＪ

3.新たな観光交流おもてなし ＰＪ

2.リニア効果最⼤化対流促進 ＰＪ

4.中部圏創⽣暮らしやすさ実感 ＰＪ

6.中部・北陸圏強靭化 ＰＪ

7.環境共⽣・国⼟保全 ＰＪ

8.インフラ戦略的維持管理 ＰＪ

9.すべての⼈が輝く
「ひとづくり」 ＰＪ

10.新たな「つながり」
社会構築 ＰＪ

1.ものづくり中部・世界最強化 ＰＪ
⽅針１
世界最強・最先端の
ものづくりの進化

⽅針２
スーパー・メガリージョンの
センター、我が国の成⻑を牽引

⽅針３
地域の個性と対流による地⽅創⽣

⽅針４
安全・安⼼で環境と共⽣した
中部圏形成

⽅針５
⼈材育成と共助社会の形成

1-1 ものづくり中枢圏形成

3-1 広域観光交流圏の形成

6-1 南海トラフ地震など⼤規模⾃然
災害への備え

1-2 環太平洋・環⽇本海に拓く
⼀⼤産業拠点形成

3-2 「昇⿓道プロジェクト」の推進

6-2 太平洋・⽇本海２⾯活⽤型
国⼟構築

 2008年東海北陸⾃動⾞道の全線開通を
契機に中部圏と北陸圏のつながりが⼀層
強化され、中部国際空港や名古屋港、四
⽇市港、伏⽊富⼭港などをゲートウェイ
に環太平洋、環⽇本海に拓かれた拠点性
を⾼めつつある。

 産業や観光、防災、環境分野においては、
中部圏・北陸圏の昨今の社会や地域の
動向などを踏まえて広域連携の視点から
プロジェクトを展開。

中部・北陸圏広域連携
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国土交通省中部地方整備局 静岡国道事務所 

〒420-0054 静岡県静岡市葵区南安倍２丁目８番１号 

お問い合わせ：TEL 054-250-8900（代表）・FAX 054-252-5747・E-mail：cbr-sizukoku@mlit.go.jp 

静岡国道出張所 〒420-0941 静岡市葵区松富 1-3-23 TEL:054-273-2230 FAX:054-273-2298

静清国道維持出張所 〒421-1221 静岡市葵区牧ヶ谷 2075 TEL:054-278-5181 FAX:054-277-3467

富士国道維持出張所 〒417-0001 富士市今泉 337-1 TEL:0545-52-5650 FAX:0545-57-5006

 

静国 検 索


	白紙
	標準00_1_表紙・目次(公表用)
	標準①_1,2 道路事業・H29事業概要
	標準②_3-1 静清BP4
	標準③_3-2 清水立体
	標準④_3-3 藤枝BP
	標準⑤_3-4 富士由比BP
	標準⑥_3-5 富士改良
	標準⑦_4-1 安心安全な「静岡」のくらしを実現_維持管理関連
	標準⑧_4-2 安心安全な「静岡」のくらしを実現_交通安全関係
	標準⑨_5 美しく快適なまち「静岡」の創出_無電柱化・ボランティアサポート
	標準⑩_6 日本風景街道
	標準⑪_7 現場見学会（旬な現場等）
	標準⑫_8 これからの静岡のみち
	標準⑬_参考-1,2 予算方針・広域地方計画
	標準⑭_事業概要(裏表紙）



